
     

 

 

 

     

■出席報告 
会 員 数   35名 
出席対象   35名 
出席者数   28名 
出 席 率   80.0％ 
前回修正   82.9％ 

■今週のことば 

今年もお世話になりました。

前回いいただいた大輪の菊

は、1ヶ月以上経った今もきれ

いに咲いております。ありがと

うございました。来年もよろし

くお願いします。 

藤井敏雄 

本日卓話をさせていただきま

す。よろしくお願いします。 

小口直久 

■ニコニコBOX 

２４名       34,000円 
累 計     617,000円 
目標額     130万円 
達成率     47.5％ 
 

■次回のプログラム 

１2月20日 

クリスマス例会 

（夜間・家族例会） 

下諏訪中学校 

ブラスバンド発表会 

ミラノ・サローネ アネックス
（諏訪市） 

６：００ 受付開始 

６：３０ 点鐘・セレモニー 

SUWAKO ROTARY CLUB WEEKLY   NO.1296 

第1296回例会報告 

会長挨拶 

会長 蒲地整志 

 パンとサーカス 
パンとサーカスは、詩人ユウェナリスが古代ロー

マ社会の世相を揶揄して詩篇中で使用した表現。

権力者から無償で与えられる「パン（＝食糧）」と「サ

ーカス（＝娯楽）」によって、ローマ市民が政治的盲

目に置かれていることを指摘した。パンと見世物と

もいう。ガス抜きや愚民政策の例えとしてしばしば

用いられている言葉である。 

 勿論“今”は大切だが、“今さえ良ければ”ではい

けない。 

 日本の政治は確かに良い方向に向かっていると

は思えないが、国民もパンとサーカスに甘んじては

いけないと思います。 

 どうも最近の日本人は、考え方が“今さえ良けれ

ば”と言う方向に向かっているような気がしてなりま

せん。（特に政治家が） 

 只今、総選挙の真っただ中です。 

 日本の将来を見つめ直す事も必要ではないでし

ょうか？ 

 ところで、今月は「家族月間」です。 

 １２月２０日にはクラブ奉仕委員会が楽しい企画を

して、クリスマス例会が行われます。 

 是非、ご家族の皆様をお誘いして、大勢の参加を

宜しくお願いします。 

◇幹事報告◇ 

【報告事項】 

１）沢山の文書や連絡がきていますが、次週の理事

会の審議後に連絡、報告いたしたいと思います 

【受領文書】 

ロータリーの友、ガバナー月信、諏訪 RC 会報、岡

谷RC会報、岡谷エコー会報などを受け取りました 

----------------------------------------- 

【委員会事項】 

国際奉仕委員会 

本年度 1 回目の米山奨学金を送金しました。従

平成２４年１２月６日（木） 晴 

【１０月はロータリー財団月間】 

http://wkp.fresheye.com/wikipedia/%E5%8F%A4%E4%BB%A3%E3%83%AD%E3%83%BC%E3%83%9E
http://wkp.fresheye.com/wikipedia/%E5%8F%A4%E4%BB%A3%E3%83%AD%E3%83%BC%E3%83%9E
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来からの累積にプラスしたり、一括払いがあったり

して、6 名の米山功労者を出すことができました。

（米山功労者は2000円からの寄付が累積として積

み立てられます） 

引き続きご協力をお願いします。 

また米山功労者記念品が届いています。12月

13日の例会時に伝達いたします。 

米山奨学金、ロータリー財団担当 西澤賢二 

九州の直方ロータリークラブの方が「ロータリー

の友」をお読みになり連絡がありました。セブ懇親

旅行の予定の一部に「奉仕」を組み込みたい旨の

連絡でした。ディケアーセンターやマクタン小学校

に寄っていただきました。 

「セブの子供に音楽教育を」活動の確かな広が

りを感じます。 

「セブの子供に音楽教育を」担当 長﨑政直 

----------------------------------------- 

第1296回例会 

新会員卓話 戦わない経営 

小口直久会員 

ビジネス＝戦い 

経営＝戦い 

常識としてこんな構図が刷り込まれています。 

戦いは戦いを呼んでしまいます。 

その連鎖の先に、幸せはあるのでしょうか？ 

戦わなくてすむのなら、喜んで戦わないで生き

たい・・・。 

小さくて弱い雑草が、たくましく生きているの

は、戦略を持っているから。 

雑草は、戦わない。 

上手に戦いを避けて、力強く生きていける。 

小さな会社も雑草と同じ。 

小さな会社の正しい戦略は、戦わないこと。 

幸福を追求しながら生き残っていくためには、

戦ってはいけない。 

ビジネスは不戦勝でいいんだ！ 

必死に経営に携わっている中で、ふと気になる

本に出会いました。今まで自分がやってきたこと

を裏付けするような内容でした。 

そして、これから自分たちの目指す方向が、明

確になりました。 

それでも戦っていることは、たくさんあります。 

その一つ一つの戦いをなくしていくこと、 

それが「戦わない経営」が目指す姿です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分にとってロータリーは、今まで自分になかっ

た部分を補ってくれる場所と考えております。共

通の価値観、人生観、仕事観を持つ仲間の中

で、自分も成長していける喜びは、これからの自

分の人生にきっと役立つはずと、信じておりま

す。自分の人生を豊かにし、充実した人生を送る

ために、ロータリーの活動に積極的に参加させて

いただきます。 

経営に関しても、ビジネスに関しても、人間的

にもまだまだ未熟者でありますので、いろいろな

立場でアドバイスいただければ、幸いです。 

担当 クラブ奉仕委員会 

----------------------------------------- 

海老原会員より「手紙～親愛なる子供たちへ」と

いう感動的な一文が配布されました。ご一読くだ

さい 


